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指標の状況

年度

番号

①

目標年度

ｔCO2

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

365

目標
区分

ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

（法人にあっては名称）

基準年度（令和

排出量

基準年度（令和温室効果ガス 6

4,075

井原市民会館

715-8601

本票作成

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

岡山県井原市井原町311番地1

部署名：

氏
　
名

住
　
所

総務部総務課

井原市役所

井原市七日市町４３４６番地

③

所

20%以上

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

井原市上出部町四季が丘２０番地５

ベンチマーク

【目標削減率設定の基本的な考え方】

特定事業者
の該当要件 213

年度）年度）

偕楽園

井原浄化センター 1,048

5

年度）の排出量

11

ｔCO2

●車両台数（②該当の場合）

6工場等の名称

目標削減率

○

基準年度の
主な工場等
の排出量

③

11目標年度（令和

原単位基準 18.8

⑥

110

原単位当たり排出量
（原単位基準の
削減目標を選択
した場合に記
入）

5%未満20～15% 15～10%

3,309

西部いこいの里

井原市役所本庁舎

芳井健康増進福祉施設 591

164

ｔCO2

※　「計画期間」欄には，５箇年度以内で特定事業者が定める期間を記入する。　

②

基準年度

④

⑤

36井原市民会館

（該当事業者のみ記入）

ベンチマーク指標 6対象事業の名称 関連数値（令和

CO2 / CO2 /

達成率(%)年度）

分類
コード

井原市井原町３１１番地１

井原市井原町３１１番地１⑥

台）

③CO2換算3,000t以上①燃料等原油換算1,500kℓ以上

（●工場等の数

削減目標

年度

いずれか
を選択

計画期間

総排出量基準

令和

10～5%

％

⑤

7令和 (

別紙

温室効果ガス排出削減計画

県内の
主　な
工場等

所　　在　　地工場等の名称

業種名：

井原市役所本庁舎

西部いこいの里

98

井原市芳井町３９９６番地

主たる業種

芳井健康増進福祉施設

事業の
概　要

偕楽園

番号

市民の生活環境において発生する様々なニーズ、社会福祉、まちづくり、文化振興、環境
保全、産業の振興、安全確保、健康の確保等に対する事務事業を受け持ち、市民の福祉の
向上に努めている。

地方公務

①

②

井原市高屋町４丁目２５番地２

井原浄化センター

④

 井原市役所地球温暖化対策推進実行計画に記載の削減率と同様に設定している。



　市長をトップとした井原市役所地球温暖化対策推進委員会により、削減目標を国の方針に準じた設
定、ＰＤＣＡサイクルによる強化拡充を行うこととしている。

【目標削減率達成のための推進体制】

県内で
の取組

西部いこいの里　　冷凍・冷蔵施設の更新（令和８年度予定）
井原市民会館　　　空調機更新（令和９年度予定）
井原市役所本庁舎　空調機更新（令和９年度予定）
井原市やすらぎセンター
　　　　　　　　　空調機更新（令和１０年度予定）

その他、故障等が生じた機器は、随時省エネ機器へ更新を行う。

　（令和５年度）井原体育館において、地中熱を利用した空調設備、太陽光発電・
蓄電池の導入に向け調査・設計を実施した。
　（令和６年度）井原体育館に上記設備を設置予定。

措置内容

西部いこいの里、井原市民会
館、井原市役所本庁舎、井原
市やすらぎセンター等

【排出量削減のためのこれまでの主な取組】

【計画期間中に目標削減率を達成するために実施する措置】

工場等の名称 取組内容

平成２７年度・２８年度においてグリーンニューディール事業を活用
し、再生可能エネルギー設備の導入。（４施設、各施設１５KW太陽光
発電設備を設置）
令和元年度から環境省の二酸化炭素排出抑制補助金（カーボン・マネ
ジメント事業）を活用した省エネ設備工事を実施。（令和元年度に設
備改修設計、令和２年度に公共施設６施設への高効率空調設備・ＬＥ
Ｄ照明設備・トップランナー機器、BEMSの導入を行った。
令和５・６年において市内主要５８施設の照明をＬＥＤ器具に更新し
た。

【森林保全等吸収源対策への取組計画】

井原市役所本庁舎、芳井支所
庁舎、美星支所庁舎、アク
ティブライフ井原、井原体育
館、西部いこいの里、芳井生
涯学習センター等

その他

工場等の名称

　 無

その他

県内で
の取組

【再生可能エネルギーの導入計画】

　 無

　 無

有　

　令和５年３月に井原市エネルギー管理規定を改訂し、現状に合った設備の運用が出来るようにして
おり、ハード面だけでなく運用面においてもより無駄のないエネルギーの使用を目指す。

【その他特記事項】


